
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

岡

山

県

補

助

金

等

交

付

規

則

の

規

定

に

よ

る

補

環

境

企

画

課

助

金

等

の

名

称

等

の

制

定

の

一

部

改

正

自

然

環

境

課

○

指

定

管

理

施

設

の

指

定

の

一

部

改

正

港

湾

課

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

平

成

二

十

七

年

度

自

衛

官

募

集

（

航

空

学

生

）

危

機

管

理

課

○

平

成

二

十

七

年

度

自

衛

官

募

集

（

一

般

曹

候

補

〃

生

）

○

平

成

二

十

七

年

度

自

衛

官

募

集

（

自

衛

官

候

補

〃

生

）

○

優

良

図

書

の

推

奨

男

女

共

同

参

画

青

少

年

課

○

有

害

図

書

の

指

定

〃

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

等

の

指

定

長

寿

社

会

課

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

の

事

業

の

廃

止

〃

【

公

告

】

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
八
十
八
号

昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
三
号
（
岡
山
県
補
助
金
等
交
付
規
則
の
規
定
に
よ
る
補
助
金

等
の
名
称
等
の
制
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
七
年
度
分
の
補
助
金
か
ら
適
用
す

る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

表
環
境
文
化
部
の
部
岡
山
県
公
共
施
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推
進
事
業
費
補
助
金
の
項
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

岡
山
県
民
間
施

災
害
に
強
く
、

民
間
事

災
害
時
に
お
い
て
地

補
助
対
象
経
費
の
三

設
再
生
可
能
エ

二
酸
化
炭
素
の

業

者

域
の
避
難
所
等
と
な

分
の
一
以
内
。
た
だ

ネ
ル
ギ
ー
等
導

排
出
を
抑
制
し

（
法
人

る
県
内
の
民
間
施
設

し
、
一
千
万
円
を
限

入
推
進
事
業
費

た
地
域
づ
く
り

格
を
有

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

度
と
す
る
。

補
助
金

の
推
進

す
る
も

ギ
ー
発
電
設
備
等
を

の
に
限

導
入
す
る
た
め
の
事

る

）

業

。

表
環
境
文
化
部
の
部
有
害
鳥
獣
捕
獲
柵
等
設
置
補
助
金
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

狩
猟
に
よ
る
捕

有
害
鳥
獣
の
捕

市
町
村

有
害
鳥
獣
の
狩
猟
に

一
頭
に
つ
き
四
千
円

獲
促
進
事
業
費

獲
に
よ
る
農
作

よ
る
捕
獲

以
内
。
た
だ
し
、
市

補
助
金

物
等
の
被
害
防

町
村
が
狩
猟
者
に
支

止

払
う
額
の
二
分
の
一

以
内

表
環
境
文
化
部
の
部
自
然
公
園
等
施
設
整
備
事
業
補
助
金
の
項
中
「
設
置
」
の
下
に
「
及
び
整
備
」

「

１

県
立
自
然
公
園

又
は
国
立
公
園
内

「

に
お
け
る
事
業
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補
助
基
本
額
の
三
分

補
助
基
本
額
の
二

を
加
え
、

の
二
以
内
又
は
二
分

を

分
の
一
以
内

に
改
め
る
。

の
一
以
内

２

国
定
公
園
内
に

」

お
け
る
事
業

補

助
基
本
額
の
百
分

の
四
十
五
以
内

」
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
八
十
九
号

平
成
十
九
年
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
十
八
号
（
指
定
管
理
施
設
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

本
則
中
「
給
水
施
設
及
び
」
を
「
給
水
施
設

」
に
改
め

「
限
る

」
の
下
に
「
及
び
緑
地
（
高

、

、

。
）

島
一
号
緑
地
、
高
島
二
号
緑
地
、
高
島
三
号
緑
地
、
高
島
四
号
緑
地
、
高
島
五
号
緑
地
、
高
島
六
号
緑

地
、
高
島
七
号
緑
地
及
び
高
島
八
号
緑
地
に
限
る

」
を
加
え
る
。

。
）
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
九
十
号

防
衛
省
に
お
い
て
採
用
す
る
自
衛
官
の
う
ち
航
空
学
生
の
平
成
二
十
七
年
度
募
集
の
要
領
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

採
用
自
衛
官
の
区
分

航
空
学
生
（
男
子
・
女
子
）

二

応
募
資
格

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
現
在
で
十
八
歳
以
上
二
十
一
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、
自

衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該

当
し
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

１

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
者
（
平
成
二
十
八
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む

）
。

２

１
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め
た
者

３

高
等
専
門
学
校
第
三
学
年
次
修
了
者
（
平
成
二
十
八
年
三
月
修
了
見
込
み
の
者
を
含
む

）
。

三

受
付
期
間

１

平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
八
日
ま
で

２

平
成
二
十
八
年
三
月
の
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者
の
受
付
に
つ

い
て
は
、
１
に
か
か
わ
ら
ず
文
部
科
学
・
厚
生
労
働
両
省
か
ら
示
さ
れ
た
期
日
以
降
と
す
る
。

四

採
用
試
験
種
目

１

第
一
次
試
験

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査

２

第
二
次
試
験

航
空
身
体
検
査
、
口
述
試
験
及
び
適
性
検
査

３

第
三
次
試
験

海
上
自
衛
隊

航
空
身
体
検
査
（
一
部
）

（１）

航
空
自
衛
隊

操
縦
適
性
検
査
及
び
医
学
適
性
検
査

（２）

五

志
願
票
の
請
求
及
び
提
出
先

市
役
所
、
町
村
役
場
、
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
又
は
同
本
部
出
張
所
等

六

採
用
試
験
期
日

１

第
一
次
試
験

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
三
日

２

第
二
次
試
験

平
成
二
十
七
年
十
月
十
七
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で
の
間
の
う
ち
指
定
す
る

一
日
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３

第
三
次
試
験

海
上
自
衛
隊

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
六
日
ま
で
の
間
の
う
ち

（１）
指
定
す
る
一
日

航
空
自
衛
隊

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
四
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
七
日
ま
で
の
間
の
う
ち

（２）
指
定
す
る
期
間

七

試
験
場

１

第
一
次
試
験

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
）

２

第
二
次
試
験

第
一
次
試
験
の
合
格
通
知
で
指
定
す
る
場
所

３

第
三
次
試
験

海
上
自
衛
隊

自
衛
隊
呉
病
院
（
広
島
県
呉
市
）
そ
の
他
六
箇
所

（１）

航
空
自
衛
隊

静
浜
基
地
（
静
岡
県
焼
津
市
）

（２）

防
府
北
基
地
（
山
口
県
防
府
市
）

八

採
用
予
定
月

平
成
二
十
八
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で
の
間

九

全
国
採
用
予
定
人
員
（
参
考
平
成
二
十
六
年
度
）

１

海
上
自
衛
隊

約
七
十
名
（
う
ち
女
子
若
干
名
）

２

航
空
自
衛
隊

約
四
十
名
（
男
女
の
区
分
な
く
能
力
に
応
じ
て
決
定
）

十

そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
若
し
く
は
町
村
役
場
又
は
次
に
掲
げ
る
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

若
し
く
は
同
本
部
出
張
所
等
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

〇
八
六

二
二
六

〇
三
六
一

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

〇
八
六
八

二
二

五
六
三
七

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
倉
敷
地
域
事
務
所

〇
八
六

四
二
二

七
三
五
八

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地
域
事
務
所

〇
八
六
六

二
二

二
三
一
四

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
岡
山
募
集
案
内
所

〇
八
六

二
二
四

二
八
二
四

－
－

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/
p
c
o
/
o
k
a
y
a
m
a
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
九
十
一
号

防
衛
省
に
お
い
て
採
用
す
る
自
衛
官
の
う
ち
一
般
曹
候
補
生
の
平
成
二
十
七
年
度
募
集
の
要
領
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

採
用
自
衛
官
の
区
分

一
般
曹
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

二

応
募
資
格

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
現
在
で
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、
自

衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該

当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

三

受
付
期
間

１

平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
八
日
ま
で

２

平
成
二
十
八
年
三
月
の
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者
の
受
付
に
つ

い
て
は
、
１
に
か
か
わ
ら
ず
文
部
科
学
・
厚
生
労
働
両
省
か
ら
示
さ
れ
た
期
日
以
降
と
す
る
。

四

採
用
試
験
種
目

１

第
一
次
試
験

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査

２

第
二
次
試
験

口
述
試
験
及
び
身
体
検
査

五

志
願
票
の
請
求
及
び
提
出
先

市
役
所
、
町
村
役
場
、
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
又
は
同
本
部
出
張
所
等

六

採
用
試
験
期
日

１

第
一
次
試
験

平
成
二
十
七
年
九
月
十
八
日
又
は
同
月
十
九
日
の
う
ち
指
定
す
る
一
日

２

第
二
次
試
験

平
成
二
十
七
年
十
月
八
日
か
ら
同
月
十
四
日
ま
で
の
間
の
う
ち
指
定
す
る
一
日

七

試
験
場

１

第
一
次
試
験

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
）

（１）

第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
一
号
館
（
岡
山
市
北
区
本
町
）

（２）

高
梁
市
文
化
交
流
館
（
高
梁
市
原
田
北
町
）

（３）

津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
（
津
山
市
山
下
）

（４）
２

第
二
次
試
験
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陸
上
自
衛
隊
三
軒
屋
駐
屯
地
（
岡
山
市
北
区
宿
）

（１）

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
）

（２）

八

採
用
予
定
月

平
成
二
十
八
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で
の
間

九

全
国
採
用
予
定
人
数
（
参
考
平
成
二
十
六
年
度
）

１

男
子

陸
上
要
員

約
二
千
五
百
二
十
名

海
上
要
員

約
九
百
六
十
名

航
空
要
員

約
六
百
七
十
名

２

女
子

陸
上
要
員

約
百
五
十
名

海
上
要
員

約
四
十
名

航
空
要
員

約
八
十
名

十

そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
若
し
く
は
町
村
役
場
又
は
次
に
掲
げ
る
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

若
し
く
は
同
本
部
出
張
所
等
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

〇
八
六

二
二
六

〇
三
六
一

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

〇
八
六
八

二
二

五
六
三
七

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
倉
敷
地
域
事
務
所

〇
八
六

四
二
二

七
三
五
八

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地
域
事
務
所

〇
八
六
六

二
二

二
三
一
四

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
岡
山
募
集
案
内
所

〇
八
六

二
二
四

二
八
二
四

－
－

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/
p
c
o
/
o
k
a
y
a
m
a
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
九
十
二
号

防
衛
省
に
お
い
て
採
用
す
る
自
衛
官
の
う
ち
自
衛
官
候
補
生
の
平
成
二
十
七
年
度
募
集
の
要
領
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

採
用
自
衛
官
の
区
分

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

二

応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、
自
衛
隊

法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し

な
い
も
の
と
す
る
。

三

受
付
期
間

１

平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
八
日
ま
で

２

平
成
二
十
八
年
三
月
の
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者
の
受
付
に
つ

い
て
は
、
１
に
か
か
わ
ら
ず
文
部
科
学
・
厚
生
労
働
両
省
か
ら
示
さ
れ
た
期
日
以
降
と
す
る
。

四

採
用
試
験
種
目

１

筆
記
試
験

２

口
述
試
験

３

適
性
検
査

４

身
体
検
査

五

志
願
票
の
請
求
及
び
提
出
先

市
役
所
、
町
村
役
場
、
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
又
は
同
本
部
出
張
所
等

六

採
用
試
験
期
日

１

男
子

平
成
二
十
七
年
九
月
十
五
日
か
ら
同
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
の
う
ち
指
定
す
る
一
日

２

女
子

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
五
日
又
は
同
月
二
十
九
日
の
う
ち
指
定
す
る
一
日

七

試
験
場

１

男
子岡

山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
）

（１）

陸
上
自
衛
隊
三
軒
屋
駐
屯
地
（
岡
山
市
北
区
宿
）

（２）

お
か
や
ま
西
川
原
プ
ラ
ザ
（
岡
山
市
中
区
西
川
原
）

（３）
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陸
上
自
衛
隊
日
本
原
駐
屯
地
（
勝
田
郡
奈
義
町
）

（４）

津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
（
津
山
市
山
下
）

（５）
２

女
子岡

山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
）

（１）

陸
上
自
衛
隊
三
軒
屋
駐
屯
地
（
岡
山
市
北
区
宿
）

（２）

八

採
用
予
定
月

平
成
二
十
八
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で
の
間

九

県
内
採
用
予
定
者
数

１

男
子

陸
上
要
員

六
十
九
名
程
度

海
上
要
員

十
九
名
程
度

航
空
要
員

二
十
六
名
程
度

２

女
子

陸
上
要
員

六
名
程
度

海
上
要
員

二
名
程
度

航
空
要
員

一
名
程
度

十

そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
若
し
く
は
町
村
役
場
又
は
次
に
掲
げ
る
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

若
し
く
は
同
本
部
出
張
所
等
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

〇
八
六

二
二
六

〇
三
六
一
－

－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

〇
八
六
八

二
二

五
六
三
七

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
倉
敷
地
域
事
務
所

〇
八
六

四
二
二

七
三
五
八

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地
域
事
務
所

〇
八
六
六

二
二

二
三
一
四

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
岡
山
募
集
案
内
所

〇
八
六

二
二
四

二
八
二
四

－
－

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/
p
c
o
/
o
k
a
y
a
m
a
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
九
十
三
号

。

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
七
条
の
規
定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
特
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
推
奨
す
る

）
（

、

平
成
二
十
七
年
八
月
十
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

番
号

図
書

名
著

者
発

行
所

対
象

１
に
ょ
き
に
ょ
き
パ
ッ
チ
ン
つ
め
の
ひ
み
つ

な
か
や
ま

し
げ
こ

絵
少
年
写
真
新
聞
社

小
学
生
（
低
）

ば
ば

な
お
こ

監
修

２
ぼ
く
か
ら
み
る
と

高
木

仁
三
郎

文
の
ら
書
店

〃
（
低
）

片
山

健
絵

３
せ
ん
そ
う

昭
和
２
０
年
３
月
１
０
日

東
京
大
空
襲
の
こ
と

塚
本

千
恵
子

文
東
京
書
籍

〃
（
中
）

塚
本

や
す
し

絵

４
お
話
き
か
せ
て
ク
リ
ス
ト
フ

ニ
キ
・
コ
ー
ン
ウ
ェ
ル

作
文
研
出
版

〃
（
中
）

渋
谷

弘
子

訳

中
山

成
子

絵

５
声
の
出
な
い
ぼ
く
と
マ
リ
さ
ん
の
一
週
間

松
本

聰
美

作
汐

文
社

〃
（
高
）

渡
邊

智
子

絵

６
ど
ろ
ぼ
う
の
ど
ろ
ぼ
ん

斉
藤

倫
著

福
音
館
書
店

〃
（
高
）

牡
丹

靖
佳

画

平成２７年８月１１日　岡山県公報　第１１７１０号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
九
十
四
号

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
十
条
第
一
項
の
規

）
（

定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

、

。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番
号

種
別

名
称

発
行
者
等

１
月
刊
誌

裏
モ
ノ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

９
月
号

鉄
人

社

２
〃

恋
愛
天
国
パ
ラ
ダ
イ
ス

９
月
号

竹
書

房

３
〃

恋
愛
白
書
パ
ス
テ
ル

９
月
号

宙
出

版

４
〃

チ
ャ
ン
プ
ロ
ー
ド

９
月
号

笠
倉
出
版
社
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
九
十
五
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

老
人
保
健
施
設
虹

２

所
在
地

岡
山
県
苫
田
郡
鏡
野
町
古
川
一
四
〇
六
番
地

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

一
般
財
団
法
人
共
愛
会

２

所
在
地

岡
山
県
苫
田
郡
鏡
野
町
吉
原
三
一
二
番
地

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
七
年
八
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
五
三
五
八
〇
〇
二
四

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
九
十
六
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
五
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ト
ウ
リ
ハ
ウ
ス
通
所
介
護
セ
ン
タ
ー
津
山

２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
林
田
七
七
五

一

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
桃
李
の
里

２

所
在
地

岡
山
県
岡
山
市
北
区
広
瀬
町
二
番
四
〇
号

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
七
年
八
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
三
〇
一
五
三
七

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護

介
護
予
防
通
所
介
護
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〔
三
二
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
久
代
字
別
所
二
六
六
〇

二
、
二
六
六
一

一

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中
八
九
〇

一

－

三
宅

真
平

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
七
七
号
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〔
三
二
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
南
溝
手
字
下
鷺
瀬
五
一
二

七
、
五
一
二

八

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
中
島
一
七
四
一

一
（
デ
ィ
ア
ス
塩
津
Ｄ
一
〇
八
）

－

石
井

徹
男

石
井

靖
子

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
一
五
号
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〔
三
二
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
三
須
字
渡
り
二
四

三
、
字
御
供
間
二
六

一

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

総
社
市
中
央
二
丁
目
五

一

－

株
式
会
社
角
藤
田

代
表
取
締
役

浅
野

益
弘

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
三
四
号
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